
［標準様式例７-２］

契 約 変 更 年 月 日 令和6年6月28日

契 約 業 者 名 日昌測量設計株式会社

契 約 業 者 の 住 所 栃木県宇都宮市野沢町４７２番地１９

業 務 の 名 称 Ｒ５矢板大田原バイパス用地調査等（その１）業務

業 務 場 所 栃木県矢板市針生から同県矢板市土屋地先

業 種 区 分 補償関係コンサルタント業務

業 務 概 要 公図等の転写（地積測量図以外）、土地の登記記録調査、

権利者確認調査（当初）、権利者確認調査（追跡）、

公図等転写連続図作成、現況実測平面図作成（１／５００）、

横断面図作成、地積測量図の作成、立竹木の調査及び算定、

用材林毎木調査（丘陵地）、立竹木の調査及び算定、

薪炭林毎木調査（傾斜地）

履 行 期 間 （ 自 ） 令和5年12月5日

履 行 期 間 （ 至 ） 令和6年10月31日

変 更 前 の 契 約 金 額  12,980,000円（税込み）

変 更 金 額 ＋8,063,000円（税込み）

変 更 後 の 契 約 金 額  21,043,000円（税込み）

変 更 理 由

（第１回）契約変更の内容

（変更した内容について
記述する）

　本業務における都市計画事業承認時期が当初より数ヶ月遅れ、
令和６年２月に事業承認告示され用地調査等の現地作業着手時に
不測の日数を要した。
　また、当初設計で計上した用地測量について、調査の結果、広
大地、境界不明地が存じ法務局との協議の結果、測量範囲が広
がったことにより一体的に用地測量する範囲を実施する必要が生
じたため数量変更するものである。

　測量範囲の変更により、当初設計で計上した附帯工作物調査算
定及び立竹木調査算定について、測量範囲の変更が生じたため、
数量変更行うものである。

　上記理由により、履行期間を１２５日間延長し、令和６年１０
月３１日までとするものである。



［標準様式例７-２］

契 約 変 更 年 月 日 令和6年10月24日

契 約 業 者 名 日昌測量設計株式会社

契 約 業 者 の 住 所 栃木県宇都宮市野沢町４７２番地１９

業 務 の 名 称 Ｒ５矢板大田原バイパス用地調査等（その１）業務

業 務 場 所 栃木県矢板市針生から同県矢板市土屋地先

業 種 区 分 補償関係コンサルタント業務

業 務 概 要

履 行 期 間 （ 自 ） 令和5年12月5日

履 行 期 間 （ 至 ） 令和6年10月31日

変 更 前 の 契 約 金 額  21,043,000円（税込み）

変 更 金 額   ＋132,000円（税込み）

変 更 後 の 契 約 金 額  21,175,000円（税込み）

変 更 理 由

（第２回、最終）契約変更の内容

（変更した内容について
記述する）

　実施数量の変更に伴う精算

依頼書作成、立竹木の調査及び算定、
用材林毎木調査（丘陵地）、用材林毎木調査（傾斜地）、
その他通損に関する算定、移転雑費


